
佃幼稚園 平成２５年度 

学校評価公表シート（関係者評価） 
平成２６年３月３１日 

 

・卒園式後に関係者評価委員にお集まりいただき、一年を振り返り評価をいただきました。  

・園長を座長とし、口頭での討議に不慣れな方もいらっしゃると想定し、付箋を用いた「田の

字法」で、ご意見を伺いました。 

・ご意見を頂いだ後に園長から、各意見に対し回答ならびに説明を行った。 

 

設問① 「佃幼稚園」について、いいなと思う点や、好きなところは？ 

ご意見： ○先生が、きさく、教育熱心、笑顔、こどもの自主性を大事にしている。 

担任以外の先生からもちゃんと見てくれている安心感がある。 

○こどもが、元気、のびのび体が動かせる、自由。 

○園舎、施設が、清潔感がある。 

○伝統的な遊び、季節感のある行事がある。 

○地域と関係がよい（コミュニケーションがとれている）。 

○休みが少なめで、働きやすい。徒歩送迎がある。 

 

設問② 「佃幼稚園」について、イマイチだなぁと思うところ、嫌なところ、改善して

ほしいところは？ 

ご意見： ○６・９月も完全給食がいい。（現在７・８月のみ、他は週４日給食） 

○もっと運動を増やしてほしい。遊具を増やしてほしい。 

○保育時間がもっと長ければいい。 

○（月極額は安いけど）１日のホーム利用料が高い。 

○体操服に、ジャージが欲しい。 

○ひらがななど勉強も、もっと取り入れて欲しい。 

○普段の様子がもっとみたい。親参加の行事がもっとあってもいい。 

○入園式、卒園式が保護者１人のみのところ（スペース的に理解できるが）。 

○欠席時のフォローをもっと厚くしてもらいたい。 

○先生の力量の差。 

○保育内容についての連絡手段ももっと増やしてほしい。 

○もっとアピールしたら。 

 

設問③ 「佃幼稚園」について、今後、こうはなってほしくないなぁと思うことは？ 

ご意見： ○自由なのはいいが、自由すぎないように。 

○厳しい躾などこどもを縛るようにはなって欲しくない。 

○のびのびとした雰囲気をなくさないで欲しい。 

○課外行事が減少して欲しくない。 



○こどもが減って収入が減るかもしれないが、行事など減らして欲しくない。 

○幼稚園でしかできない季節行事や発表会などは続けて欲しい（勉強は家でも 

出来るので）。 

○先生方がこども達の名前をよく覚えてくれて、仲良しな雰囲気を続けて 

 欲しい。 

○個性の強い子ばかりに気が取られないようにして欲しい。 

○費用が上がらないで欲しい。 

○３歳の先生の数をこのまま確保して欲しい。 

○良いところが、新システムにより無くならないようにして欲しい。 

○街中でも、先生が良く挨拶してくれる。このままで変わらずいてほしい。 

○現状維持につとめて欲しい。 

 

設問④ 「佃幼稚園」について、将来、こうなっていったらいいなと思うことは？ 

ご意見： ○放課後の園庭開放。 

○長期休園の際、預かり保育や自由当園をして欲しい。 

○一部のメニューの給食のバランスを見直して欲しい。 

○弁当の日を無くして欲しい。給食を見る機会を増やして欲しい。 

○卒園児を交えたイベントがあれば同窓会みたいで楽しそう。 

○もっとアピールして、地域の幼稚園として残って欲しい。 

○幼児教育の理解をもっと社会に知らしめて欲しい。 

○もっと外遊びを長くして欲しい。 

○普段の外遊びの参観を増やして欲しい。 

○親同士のコミュニケーションをとる場があればいい。 

 

 

２．所感 並びに その他 

のびのびと遊ぶ中で成長を援助する佃幼稚園の基本姿勢が受け入れられていると実感す

ると共に、更にそれを延ばして欲しいという意見や、一見相反する要望も同時にみられた。

幼稚園での取り組みを更にご理解をいただくことにつとめ、子供たちを取り巻く環境や地

域ニーズを読み取り対応することが必要と感じた。 

 ２６年度から満３歳児保育を始めることや、２７年度より新システムへの対応など、諸

変革が求められるが、教育方針に基づいた保育で「良い評価」も頂いている所は、維持す

るように努めていきたい。 

 

 

※会議出席者 評価委員： 地域を代表する委員  ２名 

             保護者を代表する委員 ６名 

       進行役 ： 園長 


